














研究要旨 幼児の健康な情緒発達にとって、家庭が心理・社会的に健全な保育環境である

ことは、必須の要件である。しかしながら、今日、母親役割の受容や育児への積極的関与

ができない母親の増加が指摘されている。その背景の一つには、幼児をもつ母親のアイデ

ンティティ葛藤があると考えられる。本研究では、幼児をもつ母親の母親役割受容を、個

としてのアイデンティティと母親アイデンティティの統合・葛藤という視点からとらえ、

母親役割受容と育児への積極的関与と家族関係の関連性について検討した。3～5 歳の幼児

をもつ 147 名の母親を対象に質問紙調査を行った。対象者は、1 統合型、H 伝統的母親型、

m 独立的母親型、IV 未熟型の 4 タイプの分類された。主要な結果は以下のとおりである。 

1)1 統合型の母親は、IV 未熟型の母親よりも家庭生活によく満足しており、n 伝統的母親

型の母親よりも夫からよく理解・受容されていると認知していた。 

2)家族とのかかわり方や家族の認知のし方は、4 タイプ間で著しい相違が見られた。1 統合

型が、夫を最も肯定的に受けとめており、育児や家族に対する積極的関与が最もよくでき

ていた。IV 未熟型は、夫・子供に対して拒否的であったり、積極的関与が不十分である者

が最も多かった。 

これらの結果を総合して、幼児をもつ母親の母親役割受容には、家族とのかかわり方、特

に夫との関係が重要な意味をもっていること、母親役割を受容し、積極的に育児に関与し

ていくためには、夫が妻の育児に関心を示し、心理的にサポートしていくことが重要であ

ることが示唆された。 

本研究の成果は、今後、育児への積極的関与を促進する家族環境に関する基礎資料として、

母親・父親を対象とした啓蒙・教育へ活用が可能である。将来的には、父親・母親が育児

に等しく関心と責任をもつ家庭経営実践へ発展させたい。 


